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千
葉
商
科
大
学
同
窓
会
神
奈
川
県
支
部
が

設
立
し
て
、
今
年
で
満
三
十
年
を
迎
え
ま
し

た
。
設
立
の
経
過
を
辿
る
と
昭
和
五
十
二
年

（
一
九
八
二
年
）
に
千
葉
商
科
大
学
創
立
五
十

周
年
記
念
行
事
が
、
国
府
台
の
学
園
本
部
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
五
年
に
千
葉
商

科
大
学
同
窓
会
も
創
立
十
周
年
を
迎
え
全
国

十
二
の
都
道
府
県
に
同
窓
会
支
部
が
結
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

ンあ
頃
、
神
奈
川
県
で
は
千
葉
商
大
の
前
身

で
あ
つ
た
巣
鳴
高
等
商
業

（高
商
）
で
巣
鳴

学
園
創
立
者
遠
藤
隆
吉
博
士
か
ら
薫
陶
を
受

け
た
一
期
生
の
中
村
一
昌
氏
を
中
心
と
し
て

神
奈
川
支
部
結
成
の
下
準
備
が
始
ま
り
ま
し

た
。
県
内
の
商
大
卒
業
生
の
方
々
の
絶
大
な

支
援
と
中
村
氏
の
献
身
的
な
ご
尽
力
に
よ
り

同
窓
会
支
部
設
立
の
た
め
の
準
備
会
が
組
織

さ
れ
昭
和
五
十
七
年
五
月
二
　
十
六
日
横
浜

駅
の
東
口
に
あ
っ
た
ス
カ
イ
ビ
ル
内
ゴ
ー
ル

デ
ン
ル
ー
ム
に
於
い
て
、
神
奈
川
県
支
部
創
立

総
会
が
開
催
さ
れ
、
千
葉
商
大
同
窓
会
の
十
三

番
目
の
支
部
と
し
て
誕
生
し
以
来
三
十
年
今

年
は
大
き
な
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
当
時
、
平
塚
・
県
央
地
区
の
同
窓
生

の

「湘
葉
会
」
の
中
心
で
あ
り
、
本
会
の
現
副

支
部
長
の
山
口
寛
一
氏

（昭
和
三
十
五
年
卒
）

が
地
域
の
同
窓
生
の
各
家
庭
を
訪
問
し
て
入

会
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
「湘
葉
会
」

の
方
々
も
神
奈
川
県
支
部
に
加
わ
り
確
固
と

し
た
支
部
基
盤
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

支
部
発
足
当
初
は
、
定
期
総
会
は
隔
年
の
開

催
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
平
成
八
年
の
第

八
回
定
期
総
会
に
於
い
て
、
毎
年
定
毅
焚
第
蘭

催
す
０
と
に
な
い挙
し
た

こ
の
間

歴
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爺
長
・
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思
そ
し
て
会
目
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体
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が
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シ
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希
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；
二
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動
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て
全
里
量
繭
握
送
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召
命
倶
幕
７

１
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ペ
Ｌ
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イ
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タ
ー
ネ
ッ
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上
に
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設
し
な
ス

」柔
語
を
嬰
晶
隊
が
Ｔ
れ
て
早
し
た

特
に
、
母
校
及
び
同
窓
会
本
部
の
発
展
を
念
頭

に
支
部
活
動
の
活
性
化
に
は
意
を
用
い
て
き
ま

し
た
。
今
日
、
著
し
い
少
子
化
の
進
行
に
よ
り

大
学
へ
の
准
学
率
は
向
上
し
て
い
る
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よ
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科
本
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５
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農

の

た
め
に
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
Ｘ
瓦

ま
た
・、全
国
支
部
共
通
の
課
題
で
あ
る

『支

部
の
△天
口に
卒
業
生
多
致
の
出
願

財
政
運
営

の
確
工

支
部
の
五
奉
重
値
膨
と
等
に
つ
い

て
は

『和
と
透
明
性
』
を
支
部
運
営
の
基
本
に

支
蔀
活
動
を
進
め
て
ま
い

，
ま
し
た
。
支
部
役

昌
π
容
季
昌
客
什
め
ご
受
霧
に
深
く
感
謝
申
し

Ｌ
げ
る
次
第
で
ｔ

今
回
念
願
の
神
奈
川
県
支
部
会
報
を
発

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

他
の
支
部
会
報
と
比
較
す
れ
ば
大
変
見

劣
り
す
る
も
の
で
■
か
、
こ
れ
か
れ

少
し

づ
つ
充
実
し
て
　
『ホ
ー
ム
ペ
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ジ
』
と
併

せ
て
情
報
発
信
に
大
き
な
力
と
な
り
、
支
部

の
一
層
の
進
展
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
す

る
も
の
で
充
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